
どう自分事化するか？
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次の車検を待たずに乗換えたい 次の車検の時に乗換えたい
いつになるかわからないが乗換えたい 乗換えたくない
無回答
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既にサポカーに乗っている 次の車検を待たずに乗換えたい

次の車検の時に乗換えたい いつになるかわからないが乗換えたい

乗換えたくない 無回答

行動経済学の手法による高齢運転者に対する先進安全自動車利用促進策の試行
～ 高齢者講習受講者を対象として ～

西堀泰英1，小川航2，神谷衣澄3

（1大阪工業大学，2元 大阪工業大学（現 大阪府），3元 大阪工業大学（現 西日本高速道路エンジニアリング関西株式会社））

• これまで，高齢運転者講習，運転免許証の自主返納制度，認知機能検査，運転技能検査，
先進安全自動車：安全運転サポート車（サポカー）の普及促進など，様々な高齢運転者対
策が実施されてきた

• しかし，運転免許の自主返納やサポカーの利用は，高齢運転者個人の自主性に委ねられる

ま
と
め

• 対面で試行した３種類の情報提供手法全てで「乗り換えたい」と回答する人が微増した
• 乗換意向を持たない人の２割程度がサポカー乗換意向が高まるように変化
• 高齢者講習参加者以外の多様な被験者を対象とすること（被験者のバイアスを減らすため）や，
単なる情報提供ではなく自分事として捉える内容の情報とすることが課題

サポカー利用促進策【対面】の試行方法

個人の自主性に委ねられる
高齢運転者の交通安全対策の利用

• 既往研究では，「サポカーへの乗換意向がない高齢運転者は交通ルールを守らない傾向」があることや，「過
去に接触事故経験があってもサポカーへの乗換意向がない高齢者は自分の運転が安全ではないと認識」してい
る（西堀ら 2023）．そうした安全運転意識が高くないサポカーの利用に無関心な高齢運転者こそ，事故防止対
策としてサポカーの利用を普及することが重要であると言える

• 【Webモニター】を対象として行動経済学の知見を用いた普及促進策を試行した結果，サポカーへの乗換意向
を持ちやすくなる効果があることが確認されている（西堀ら2024）

高齢運転者の安全運転意識を
考慮した対策が求められる

本研究は科研費22K14345の助成を受けて行った．また，調査実施にご協力いただいた八尾自動車教習所様ならびに受講者の皆さまに心より感謝の意を表します．

図1 サポカーの主な機能
（資料：経産省サポカーHP）

対策 開始年 区分
高齢運転者講習 1998 義務
運転免許自主返納 1998 任意
認知機能検査 2009 義務
運転技能検査 2022 義務
サポカー限定免許 2022 任意

サポカー補助金(国) 2020
(2021終了)

任意

表1 高齢運転者の交通事故防止対策
：金丸(2022)を元に作成

サポカー利用意向
あり

安全
運転
意識

なし

高い

低い

意識高い人は
利用する？

意識低い人は
利用しない？

多い

多い少ない

少ない

図2 安全運転意識とサポカー利用意向の関係（イメージ）

本研究の目的

○高齢運転者を対象に，行動経
済学の知見を用いたサポ
カー利用促進策を【対面】
で試行し，その効果を検証
する

サポカー利用促進策【対面】の効果

• 一度に多くの高齢運転者に働きかけが可能な高齢者講習の参加者を対象に行った．2024年秋に八尾自動車
教習所に出向き，予備調査を兼ねたヒアリング調査を行った上でその結果を反映した本調査を実施した

• 情報提供手法として，行動経済学の「①プロスペクト理論」，「②バンドワゴン効果」に加え，何かの決
まりを守ると宣誓することで自分の行動に変化が生じることを期待する「③宣誓効果」（ダン・アリエ
リー2013）の3種類を採用した．

項目 内容
調査対象 高齢者講習参加者

調査方法
講習終了後に説明を行い試行
事前質問→情報提供（チラシ）
→事後質問の順に行い，情報提
供による意識の変化を把握

調査場所 八尾自動車教習所
調査日 2024年10月～11月の9日間

対象者数
148人(男性114人，女性34人)
週1日以上運転：84%
うちほぼ毎日運転：44%

表2 試行の概要

図4 試行の様子

①プロスペクト理論 ②バンドワゴン効果 ③宣誓効果

何かの決まりを守ると宣誓す
ることで自分の行動に変化が
出る効果を指す。

今回は、安全運転を守ること
の誓いをしてもらう

自分が損をしたくないという
心理を利用した理論。

今回は、過去に起きた高齢
者ドライバーの事故の情報を
記載し、反応を見る。

多数の人の意見に賛同し、
追随する効果を指す。

今回は、サポカー利用者の
安全運転度の高さについて
の情報を記載し、反応を見る。

図3 ３種類の情報提供手法

図5 使用した
資料 表面：共通 裏面①ﾌﾟﾛｽﾍﾟｸﾄ理論 裏面②ﾊﾞﾝﾄﾞﾜｺﾞﾝ効果 裏面③宣誓効果

Step2：事前調査の後，チラシを用いて口頭説明により情報提供を実施

Step1：事前調査 Step3：事後調査

 

 

交通安全に対する意識に関するアンケート調査 

１.あなた自身のことについて答えてください。   

年齢（      ）歳    性別： 男性 ・ 女性（どちらかに〇） 

２.運転頻度について、当てはまるところに〇をしてください。 

１. 全く運転しない   ２. 年に数日程度     ３. 月に数日程度    

４. 週 1日程度    ５. 週２～４日程度   ６. ほぼ毎日（週５～７日程度） 

３.あなたの普段の運転について当てはまるもの一つに☑を付けてください。 

  

１．徐行・一時停止などの運転操作を、確実に行っている □―□―□―□―□ 

２．車線変更や交差点などでは、安全確認を慎重に行っている □―□―□―□―□ 

３．制限速度は、いつも必ず守っている □―□―□―□―□ 

４.サポカー(自動ブレーキや加速抑制装置が付いたもの等)について下の質問に答えてください。 

サポカー(自動ブレーキや加速抑制装置が付いたクルマ)について知っていますか。 

□ はい        □ いいえ 

あなたはサポカーを利用しようと思いますか？利用していますか？ 

□ 1．サポカーに乗っている 

□ 2．次の車検を待たずにサポカーに乗り換えようと思う 

□ 3．次の車検の時にサポカーに乗り換えようと思う 

□ 4．いつになるかはわからないがサポカーに乗り換えようと思う 

□ 5．乗り換えようと思わない 
 

よく当て

はまる 

どちらで

もない 

全く当ては

まらない 

 

 

５.【もう一度お聞きします】あなたはサポカーを乗換えようと思いますか? その理由は何ですか？ 

利用意向  一つに〇 

 

 

その理由 上で選択した利用意向の下の欄の中であてはまるものすべてに〇 

1. 自分の運転に不安があるから 

2. 安全運転につながると思うから 

3. 今日の資料を見たから 

4. 交通事故を起こしたくないから 

5. その他(               ) 

1. お金がかかるから 

2. 役に立たないと思うから 

3. 効果がよくわからないから 

4. 自分の運転に自信があるから 

5. その他(               ) 

６.あなたの車ことについて()の中に記入してください。 

買い換えて(      )年目   自動ブレーキがついて( いる ・ いない )（どちらかに〇） 

７.過去 10年間、運転中に接触（こするなど）経験がありますか。一つに〇をしてください。 

1. 1回ある  2. 2回ある  3. 3回以上ある  4. 覚えていない  5. 事故の経験はない 

８.あなたの普段の運転について当てはまるもの一つに☑を付けてください。 

   

１．短い時間であっても、駐車禁止の場所に停めるのはさけている □―□―□―□―□ 

２．裏道でなく、できるだけ信号のある整備された広い道を選んでいる □―□―□―□―□ 

３．割り込まれることはあまり気にせず、車間距離を十分にとっている □―□―□―□―□ 

４．車両の前後や車線の感覚には、自信がある □―□―□―□―□ 
 

よく当て

はまる 

どちらで

もない 

全く当ては

まらない 

１．乗換えたい 
（利用している） 

２．次の車検
を待たずに乗換
えたい 

３．次の車検
の時に乗換えた
い 

５．乗り換えよ
うと思わない 

４．いつかわか
らないが乗り換
えたい 

個人属性等

安全運転行動
(安全運転志向)

サポカー（交通安全
対策の関心度）
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プロスペクト理論
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●乗り換え意向が上昇 ●変化なし ●乗換え意向が下降
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宣誓効果
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N=0
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上昇

下降

• 情報提供により「いつになる
かわからないが乗換えたい」
が増加（29%→33%）し，
「乗換えたくない」が減少
（30%→25%）(図6)
※既にサポカーに乗っている
人を含む変化

• ３種類の情報提供全てで「乗
換えたくない」が減少(図7)
→割合の変化
プロスペクト理論：-6pt
バンドワゴン効果：-9pt
宣誓効果 ：-9pt
※情報提供前後に統計的有意差なし

サポカー利用者が3割存在 全種類で「乗換えたくない」が減少

情報提供前には「乗換えたくない」人の乗換意向が高まる割合が大きい

図6 サポカー利用意向等の変化 図7 種類別サポカー利用意向の変化

図8 種類別事前の意向別の乗換意向の変化

図9 サポカーを利用したい理由
（情報提供後）

図10 サポカーを利用したくない理由
（情報提供後）

• サポカーを利用したい理由
は「安全運転につながるか
ら」と「交通事故を起こし
たくないから」が大多数

• 少人数ながらも，「今日の
資料を見たから」を選んだ
人は乗換意向が向上した割
合が大

利用したい理由：交通安全の実現

利用したくない理由：お金，運転に自信あり
• 乗換意向が高まる方向に変化する割
合が３割程度

• 事前に「乗換えたくない」否定的な
人の乗換意向が高まる割合が高い

• 乗換意向が高かった人が，情報提供
後に乗換意向が低下する場合も

乗換意向 高

乗換意向 低
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その他

(10)

乗換意向が向上 変化なし 乗換意向が低下
N=36

• サポカーを利用したくない
理由は「お金がかかる」と
「自分の運転に自信があ
る」が多い

• 交通事故を起こして後悔す
る前に，自らの運転を振り
返る機会（自分事化）を持
つことが重要ではないか

交通安全の訴求は重要
行動経済学の情報は，
響く人には効果あり？

えっ!?

乗換意向を持たない人の
意識を変える効果が認め
られたのは成功

Step2

←前後の変化
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